
 

 

公益財団法人鹿島学術振興財団 

2019年度  事業報告書 

第 9期 

自 2019 年 4 月 01 日 

至 2020 年 3 月 31 日 

 

Ⅰ 事業の状況 

当財団は、我が国の学術及び文化の発展に寄与することを目的として、  

1976 (昭和 51)年 4 月に設立された。以来、当財団はその事業として学術の  

研究に対する助成・援助（研究助成、研究者交流援助、国際学術交流援助）を  

行ってきた。 

本年度は、助成事業の安定的な運営を図るため、株式配当金及び寄附金等の

収入により事業資金を確保し、2019年度事業計画に従って助成事業を実施した 

(詳細は、｢ Ⅴ 2020年度助成一覧（2019年度採択） ｣のとおり)。 

 

１．助成事業 

（１）研究助成 

都市・居住環境の整備及び国土・資源の有効利用等による国民生活環境の

向上、我が国の学術の発展並びに学術の国際交流等の事業目的に該当する研

究を行う研究者又は研究グループに対する研究助成を決定した。 

             件数  50件     金額 6,000万円 

（２）研究者交流援助  

学術の国際交流に貢献するため、外国において研究活動を行うための研究

者海外派遣（長期、短期）に対する交流援助を決定した。 

件数   5件      金額 1,490万円 

 

（３）国際学術交流援助 

我が国と海外の大学等研究機関の研究グループによる共同研究に対して

研究費の一部等を援助する「国際共同研究援助」、及び 我が国で開催される

「国際研究集会」に対する援助を決定した。 

国際共同研究援助  件数   3件     金額 1.520万円 

国際研究集会援助  件数  28件     金額 1,400万円 

 

助成事業  合計     件数   86 件 金額 1 億 410 万円 



 

 

Ⅱ その他の活動 

 

１．第 42回 研究発表会の開催 

日  時 2019年 11月 6日(水) 午後 2時 00分～5時 30分 

会  場 鹿島ＫＩビル 地下大会議室 

参加者数 約 212名 

発表テーマ及び発表者 

1) フランスにおける新たな要求性能に応える近現代建築の   

保存・保全方法に関する事例調査 

東京理科大学 理工学部  教授 山名善之 

2) 自然に学ぶ新しい国土修復保全技術に関する基礎的研究 

北海道大学大学院 工学研究院  教授 川﨑了 

3) ラマン分光分析を応用したマイクロプラスチックの海中 

その場化学イメージング手法の開発 

海洋研究開発機構  Young Research Fellow 髙橋朋子 

4) 世界遺産カッパドキア・ウズムル岩窟教会遺跡における 

文化遺産の保全に関する包括的研究 
筑波大学  人文社会系   准教授  谷口陽子 

 

２．第 43回 2018年度年報の発行 

発行部数 390冊 

発 行 日 2019年 10月 31日 

配 布 先  財団役員等・推薦大学・推薦学会・過去 3年の助成者他・関係

他財団 

内  容 2018年度事業報告・会計報告、事業援助による成果報告  

（研究助成、研究者交流援助、国際学術交流援助）、研究発表会他 

 

Ⅲ 会議の実績 
 

１．理事会 
 

①第 26回理事会（定時） 

日  時 2019年 5月 8日(水) 午後 3時～3時 30分 

会  場 鹿島ＫＩビル 中会議室 

決議事項 第 1号議案「2018年度事業報告及び決算の内容報告」の件 

 第 2号議案「第 10回評議員会（定時）の招集」の件 

報告事項  業務執行状況の報告(2019年 3月 6日 ～ 5月 7日) 
 

②第 27回理事会 

日  時 2019年 6月 7日(金) 午前 12時 15分～13時 

会  場 鹿島ＫＩビル 中会議室 

決議事項 第 1号議案「代表理事（理事長）選定」の件 

 第 2号議案「業務執行理事（専務理事、常務理事）選定」の件 

 第 3号議案「株式に係る議決権の行使」の件 



 

 

③第 28回理事会（決議の省略による） 

発 信 日     2019年 10月 21日(月)  

みなし会議日 2019年 10月 29日(火) 

決議事項 「第 11回評議員会招集」の件 

提案事項 理事 1名の選任 
 

④第 29回理事会 

日  時 2020年 3月 6日(金) 午前 12時～12時 30分 

会  場 鹿島ＫＩビル 中会議室 

決議事項 第 1号議案「2020年度 事業計画書の承認」の件 

 第 2号議案「2020年度 収支予算書の承認」の件 

 第 3号議案「2020年度 研究助成等の承認(2019年度採択)」の件 

報告事項 業務執行状況の報告（2019年 5月 8日～2020年 3月 5日） 

 

２．評議員会 
 

①第 10回評議員会（定時） 

日  時 2019年 6月 7日(金)  午前 12時～12時 15分 

会  場 鹿島ＫＩビル 中会議室 

決議事項 第 1号議案「議長選出」の件 

 第 2号議案「議事録署名人選出」の件 

 第 3号議案「2018年度 計算書類等の承認」の件 

 第 4号議案「定款の一部変更」の件 

 第 5号議案「評議員 13名選任」の件 

 第 6号議案「理事 8名選任」の件 

報告事項 1「2018 年度 事業報告及び決算の内容報告」の件 

 2「2019 年度 事業計画書及び収支予算書についての報告」の件 
 

②第 11回評議員会（決議の省略による） 

発 信 日     2019年 11月 01日(金)  

みなし会議日 2019年 11月 12日(火) 

提案事項 「理事 1名の選任」の件 

 

３．選考委員会 

 

①第 9回 研究発表会に係る選考委員会幹事会 

日  時 2019年 5月 23日(木) 午前 10時 30分～12時 

会  場 鹿島ＫＩビル 213ゲストルーム 

議 題 第 42回研究発表会発表候補者の選考について（審議）他 

 

②第 85回 選考委員会幹事会 

日  時 2019年 12月 13日(金) 午後 4時～5時 30分 

会  場 鹿島ＫＩビル 213ゲストルーム 

議  題  

・2019年度 研究助成 審査方法・審査担当選考委員の決定について(審議) 

・2020年度 国際共同研究援助 審査方法・審査担当選考委員の 

決定について (審議) 



 

 

・2019年度 研究者交流援助 採択候補の推薦・審査方法について  (審議) 

・2019年度 国際学術交流援助(国際研究集会)実施状況について (報告) 

・2020年度 国際学術交流援助(国際研究集会)受付状況について (報告) 

・2020年度 募集･採択(2021年度実施)予定金額について  (報告) 

 

③第 86回 選考委員会幹事会 

日  時 2020年 1月 22日(水) 午前 10時 30分～12時 

会  場 鹿島ＫＩビル 213ゲストルーム 

議  題  

・2019年度 研究助成 採択候補案の選定について (審議) 

・2020年度 国際学術交流援助(国際共同研究) 

採択候補案の選定について (審議) 

・2019年度 研究者交流援助 採択候補案の選定について (審議) 

・2020年度 国際学術交流援助(国際研究集会) 

採択候補案の選定について (審議) 

・研究助成の自然科学分野推薦機関追加について (報告)  

 

④第 85回選考委員会 

日  時 2020年 2月 5日(水) 午後 5時～6時 30分 

会  場 鹿島ＫＩビル 212ゲストルーム 

議  題 

・2019年度 研究助成 採択候補案の選定について (審議) 

・2020年度 国際学術交流援助(国際共同研究援助) 

採択候補案の選定について (審議) 

・2019年度 研究者交流援助 採択候補案の選定について (審議) 

・2020年度 国際学術交流援助(国際研究集会援助)  

採択候補案の選定について (審議) 

・研究助成の自然科学分野推薦機関追加について (報告)  

・研究助成及び研究者交流援助の会計年度の変更について (報告) 

・選考委員の改選手続きについて (報告) 

 

Ⅳ 庶務 

１． 任期満了にともなう評議員の重任（10名）、再任(2名)、退任（1名） 

[任期] 選任日 2019年 6月 7日から、選任後 4年以内に終了する事業年度の

うち、最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで。 

 

重任 渥美 伊都子 (公財)渥美国際交流財団理事長 

〃 石井 威望 鹿島建設(株)顧問・東京大学名誉教授 

〃 鹿島 公子 (公財)鹿島美術財団副理事長 

〃 坂本 雄三 東京大学名誉教授 

〃 中村 英夫 東京都市大学名誉総長・東京大学名誉教授 

〃 長澤  泰 工学院大学特任教授/名誉教授/共生工学研究ｾﾝﾀｰ長 

・東京大学名誉教授 

〃 長谷見 雄二 早稲田大学教授 

〃 日端 康雄 慶應義塾大学名誉教授・(一財)再開発ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ協会会長 

〃 松尾 友矩 東洋大学顧問・東京大学名誉教授・東洋大学名誉教授 



 

 

重任 村上 周三 (一財)建築環境・省ｴﾈﾙｷﾞｰ機構理事長･東京大学名誉教授 

再任 金子  宏 鹿島建設(株)顧問・元鹿島建設(株)代表取締役副社長 

〃 春田 浩司 (一財)建築ｺｽﾄ管理ｼｽﾃﾑ研究所理事長 

・(一社)公共建築協会会長 

 

退任 秋山  宏 東京大学名誉教授 ※2019年 6月 7日逝去 

 

２． 任期満了にともなう理事の選任（8名） 

[任期] 選任日 2019年 6月 7日から、選任後 2年以内に終了する事業年度の

うち、最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで。 

 

重任  鹿島 昭一 理事長（代表理事） 

〃  岡本  章 専務理事 

〃  上保 紀夫 常務理事 

〃  尾島 俊雄 (一社)都市環境エネルギー協会理事長 

・早稲田大学名誉教授 

〃  佐藤 孝安 元鹿島学術振興財団常務理事 

〃  濱田 政則 アジア防災センター長・早稲田大学名誉教授 

〃  原島 文雄 首都大学東京名誉学長・東京大学名誉教授 

〃  安岡 正人 東京大学名誉教授 

 

３． 任期満了にともなう、代表理事(理事長)及び業務執行理事(専務理事、

常務理事)の選定 

 

重任  鹿島 昭一 代表理事    （理事長） 

〃 岡本  章 業務執行理事（専務理事） 

〃 上保 紀夫   〃   （常務理事） 

 

４． 理事の選任（1名） 

[任期] 選任日 2019年 11月 12日から、選任後 2年以内に終了する事業年度

のうち、最終のものに関する定時評議員会の終結の時まで。 

 

新任 奥  正之 (株)三井住友フィナンシャルグループ名誉顧問 

 

５．監事による監査 

2019年 4月 19日(金) 

秋山監事、駿田監事による 2018年度決算に係る監事監査の実施 

 

６．内閣府への届出等 

①内閣府への届出（電子申請） 

・2019年 06月 21日 2018年度 事業報告（定期提出書類） 

・2019年 06月 21日 変更（「定款」の変更） 

・2019年 06月 28日 変更（理事/代表理事・評議員の重任） 

・2019年 12月 11日 変更（理事 1名 新任） 



 

 

・2020年 3月 23日 2020年度事業計画書及び収支予算書の提出 

「定期提出書類」(電子申請) 

(期間：2019年 4月 1日 ～2020年 3月 31日) 

 

②登記に関する事項（法務省東京法務局港出張所） 

・2019年 6月 14日 変更登記 

代表理事 重任 01名 (鹿島昭一） 

理  事 重任 08名  (鹿島昭一、岡本 章、上保紀夫、尾島俊雄、 

   佐藤孝安、濱田政則、原島文雄、安岡正人) 

評議員 重任 10名 (渥美伊都子、石井威望、鹿島公子、坂本雄三、 

  中村英夫、長澤 泰、長谷見雄二、日端康雄、 

  松尾友矩、村上周三)  

 再任 2名 (金子 宏、春田浩司) 

 退任 1名  (秋山 宏) 

 

・2019年 12月 2日登記 

理  事 新任 01名    (奥 正之） 

 

 

以 上 



Ⅴ ２０１９年度 助成一覧 

 

採択集計表 

１．研究助成 

                 採択  (申請)      助成金額  

 (1) 新 規  自 然 科 学  14 件 (26 件)   1,820 万円 

        人文・社会科学 14 件 (24 件)   1,725 万円 

            小 計  28 件 (50 件)   3,545 万円 

 (2) 継 続  自 然 科 学  15 件 (15 件)   1,630 万円 

        人文・社会科学  7 件 ( 7 件)    825 万円 

            小 計  22 件 (22 件)   2,455 万円 

             合計   50 件 (72 件)   6,000 万円   

 

２． 研究者交流援助 

                 採択  (申請)       援助金額  

   派 遣  長 期        3 件 ( 8 件)    1,175 万円 

        短 期        2 件 ( 4 件)     315 万円 

   招へい  長 期        0 件 ( 2 件)       0 万円 

               合計   5 件 (14 件)     1,490 万円   

 

３．国際学術交流援助 

(1) 国際研究集会援助 

                 採択  (申請)      援助金額  

               合計   28 件 (42 件)    1,400 万円   

 

 (2) 国際共同研究援助 

                 採択  (申請)       援助金額  

   新 規           3 件 (25 件)    1,520 万円 

             合計    3 件 (25 件)     1,520 万円   

 

 

 

採択総額  ( １ + ２ + ３ )     86 件   1 億 410 万円 



群馬大学大学院

理 工 学 府

准 教 授

（コンクリート工学）

山口大学大学院

創成科学研究科

教 授

( 地 盤 工 学 )

香 川 大 学

創 造 工 学 部

教 授

（地盤工学）

大阪大学大学院

基礎工学研究科

准 教 授

（ 音 響 学 ）

横浜国立大学

都市･ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究院

准 教 授

（建築構造）

大阪大学大学院

工 学 研 究 科

助 教

（建築構造学）

北海道大学大学院

工 学 研 究 院

准 教 授

（建築学）

東 京 大 学

生産技術研究所

教 授

（地域安全システム学）

福岡女子大学

国際文理学部

准 教 授

（建築設備）

京都大学大学院

地球環境学堂

准 教 授

（環境地盤工学）

1 土木学会 小澤
 オザワ

満津雄
 ミ　ツ　オ 火災時におけるコンクリート用補修材

料の爆裂評価法の開発
120

助成金額
(万円)

No.
推薦組織
・機　関

研  究  課  題

120

3 土木学会 山中 稔
ヤマナカ　ミノル 近世城郭石垣が有するせん断および土

圧抵抗力に関する実証的研究

1052 土木学会 鈴木
スズキ

素
モト

之
ユキ 貯水位変動を受けた溜池堤体からの細

粒土粒子の漏出進行メカニズムの解明

145

5
日本建築

学会 杉本訓祥
スギモト クニヨシ

スラブ付き鉄筋コンクリート梁部材の
主筋とコンクリート間の付着挙動が復
元力特性に及ぼす影響

115

4
日本音響

学会 下倉
シモクラ

良太
リョウタ

屋外防災無線の明瞭度向上を目的とし
た都市インパルス応答の推定－打ち上
げ花火と深層学習を用いた異なるアプ
ローチ－

7
日本建築

学会 松井
マツイ

良太
リョウタ

鋼材ブレースの塑性変形性能を定量化
した崩壊解析手法のための部材モデル
の提案

170

150

6
日本建築

学会 中野
 ナカノ

尊治
タカハル 不整形基盤をもつ軟弱地盤層に建設さ

れた構造物の耐震評価技術の開発

豊貞
トヨサダ

佳奈子
  カ ナ コ

住宅における衛生器具のユニバーサル
デザイン化のための基本要素抽出と標
準化

115

8
日本建築

学会 加藤
 カトウ

孝明
タカアキ 市街地延焼シミュレーションモデルの

横断的特性分析と検証方法の確立

19010 地盤工学会 高井
 タカイ

敦史
アツシ 地下温暖化が地盤の環境安全性に与え

る影響の評価

 (1)新　規

所属機関・職名氏  名

１．2020年度 研究助成 採択者及び助成金額一覧

135

9
空気調和・
衛生工学会



早 稲 田 大 学

理 工 学 術 院

教 授

（建築防災）

大阪大学大学院

工 学 研 究 科

助 教

（都市・地域計画）

東 京 大 学

先端科学技術研究ｾﾝﾀｰ

助 教

(都市工学)

岡山大学大学院

環境生命科学研究科

准 教 授

（地盤工学）

早 稲 田 大 学

文 学 学 術 院

教 授

（東アジア考古学）

早稲田大学大学院

政治学研究科

准 教 授

（災害報道分析）

早 稲 田 大 学

創造理工学研究科

教 授

（景観デザイン）

早 稲 田 大 学

人 間 科 学 部

准 教 授

（環境心理学）

早 稲 田 大 学

創造理工学術院

教 授

（耐震構造）

東 京 大 学

史 料 編 纂 所

准 教 授

（歴史学）

11
日本火災

学会 長谷見
  ハ セ ミ

雄二
ユウジ

歴史的市街地のファサードに適した意
匠の外部開口部の延焼防止技術の開発
研究

225

80

13
日本都市
計画学会 泉山

イズミヤマ

塁
  　ル

威
 イ

ストリートにおけるシティベンチ政策の実
態と効果－国内のベンチ政策改善に向け
た、海外都市のシティベンチ政策の戦略・
密度・アクティビティ分析－

12
日本都市
計画学会 松本

マツモト

邦彦
クニヒコ

観光・活性化が進行する伝統的集落に
おけるオーセンティシティ継承のため
の計画論

75

12015
早稲田大学
文学学術院 城倉

ジョウクラ

正祥
　　マサヨシ

古墳中期巨大前方後円墳の設計原理に
関する考古学的研究－最新の三次元測
量・地中レーダー探査の成果から－

75

14
農業農村
工学会 柴田

シバタ

俊文
トシフミ 提体のり面上でのSWS試験結果を用い

た浸透破壊のリスク評価

17
早稲田大学
創造理工学

研究科
佐々木
  ササキ

葉
ヨウ 「潟普請」の推進による湿地都市新潟

の戦略的地域社会デザインの実践
120

16

早稲田大学
大学院
政治学
研究科

山田
ヤマダ

 耕
コウ 破局噴火災害をめぐるリスクコミュニ

ケーション
75

195

19
早稲田大学
理工学術院 秋山

アキヤマ

充良
ミツヨシ 東京の都市災害・被害予測と防災・減

災研究出版シリーズの検証調査研究
200

18
早稲田大学
人間科学
学術院

佐藤
 サトウ

将之
マサユキ 高齢者子どもの居合わせからみた幼老

複合環境の探求

12020
東京大学

史料編纂所 黒嶋
クロシマ

　敏
サトル 正保琉球国絵図の研究資源化とデジタ

ルアーカイブの構築

No.
推薦組織
・機　関

氏  名 所属機関・職名 研  究  課  題
助成金額
(万円)



東 京 大 学

史 料 編 纂 所

准 教 授

（日本近世史）

東 京 大 学

史 料 編 纂 所

教 授

（日本中世史）

京 都 大 学

経 済 研 究 所

教 授

（都市・地域・空間経済学）

筑 波 大 学

医 学 医 療 系

教 授

（バリアフリー論）

東京藝術大学

美 術 学 部

教育研究助手

（近代建築史）

東京藝術大学大学院

美 術 研 究 科

教 授

（建築学）

一橋大学大学院

経営管理研究科

准 教 授

（経済学）

学 習 院 大 学

東洋文化研究所

助 教

（中国考古学）

3,545

28
学習院大学
東洋文化
研究所

鈴木
スズキ

　舞
マイ

中国遼代の金属工芸に関する考古学的
研究－日本所蔵コレクション資料の活
用－

150

80

21
東京大学

史料編纂所 松方
マツカタ

冬子
 フユコ

外交の世界史の構築－15～19世紀ユー
ラシアにおける交易と政権による保
護・統制－

110

23
京都大学

経済研究所 森
モリ

　知也
 トモヤ 都市集積と地域経済圏形成の要因分

析：理論・実証分析枠組の開発と応用

135

22
東京大学

史料編纂所 榎原
エバラ

雅治
マサハル 歴史史料による日本中世村落景観の復

元とその長期持続に関する研究

25
東京藝術

大学
美術学部

辻
ツジ

槙一郎
 シンイチロウ 近代東京・大阪の劇場建築における劇

場計画の変容過程に関する研究
80

120

24
筑波大学

医学医療系 徳田
トクダ

克己
カツミ

観光資源となっている歴史的建造物に
おけるバリアフリー状況の調査と共生
空間への提案

助成金額
(万円)

110

27

一橋大学
大学院

経営管理
研究科

中島
ナカジマ

賢太郎
 ケンタロウ

大規模スマートフォンGPS位置情報
データを用いた都市経済モデル構築と
都市交通インフラ評価

110

26
東京藝術

大学大学院
美術研究科

上野
 ウエノ

勝久
カツヒサ

研究助成（新規）　　計２８件□

No.
推薦組織
・機　関

氏  名 所属機関・職名 研  究  課  題

近世建築における特異な形態の本堂内
宮殿(厨子)に関する建築史的研究



東京大学大学院

工学系研究科

助 教

( 都 市 工 学 )

東京大学大学院

工学系研究科

准 教 授

( 都 市 計 画 )

京 都 大 学

防 災 研 究 所

教 授

（建築構造）

琉 球 大 学

工 学 部

准 教 授

（建築構造学）

三重大学大学院

工 学 研 究 科

教 授

（地震工学）

名 城 大 学

理 工 学 部

助 教

（建築計画）

九州大学大学院

環境学研究科

准 教 授

（都市計画）

青山学院大学

総合文化政策学部

教 授

（建築史）

長岡造形大学

造 形 学 部

教 授

( 建 築 歴 史 )

前橋工科大学

工 学 部

准 教 授

（構造工学）

10 土木学会 谷口
タニグチ

 望
ノゾム

i-construction適応に向けた橋梁にお
ける限界状態設計の高精度化に関する
研究

100

9
日本建築

学会 平山
ヒラヤマ

育男
 イクオ J．コンドルが残したスケッチ・ブッ

クの研究
120

7
日本建築

学会 高取
タカトリ

千佳
  チ カ 管理･利用・環境機能の総合評価に基

づく都市周縁部の緑地計画の提案
105

8
日本建築

学会 黒石
クロイシ

いずみ

戦後日本の最小限住宅をめぐる建築デ
ザインの国際的文化創造：冷戦期アメ
リカにおける日本の建築的生活美学の
再解釈と日本の住宅デザイン運動の相
互作用

135

5
日本建築

学会 花里
ハナザト

利一
トシカズ

木構造と組積構造の接合性能に着目し
た歴史的木骨組積造建造物の耐震安全
性

105

6
日本建築

学会 佐藤
 サトウ

布武
 ノブタケ 伝統的な植物資源の活用方法の評価と

再編による散居景観の継承
130

薄井
ウスイ

宏行
ヒロユキ

現行のゾーニング制における街路景観
の調和度の改善－敷地の規模・形状の
多様性及び個々の建物形態の自由度
(形態の外部不経済)と街路景観の調和
度のトレード・オフに着目して－

90

4
日本建築

学会 中田幸造
 ナカダ コウゾウ

増打ちした短い無筋の袖壁を鋼板と緊
張PC鋼棒の能動横拘束により既存RC柱
に一体化する強度靱性型耐震補強法の
開発

120

(2) 継　続

No.
推薦組織
・機　関

氏  名

3
日本建築

学会 池田
 イケダ

芳樹
 ヨシキ 鉄骨造建物の耐震性評価を向上させる

振動計測記録の有効利用に関する研究
45

所属機関・職名 研  究  課  題
助成金額
(万円)

2
日本都市
計画学会 村山

ムラヤマ

顕人
 アキト

レスポンシブル・ツーリズムを軸とす
る持続的地域開発のモデル構築－カン
ボジア・プレアビヒア州における実践
的問題解決型研究－

140

1
日本都市
計画学会



横浜国立大学

先端科学高等研究院

特任教員(准教授)

（構造工学）

長岡技術科学大学大学院

環境社会基盤工学専攻

准 教 授

（ 鋼 構 造 ）

和歌山工業高等専門学校

環境都市工学科

准 教 授

（地盤工学）

北海道大学大学院

水産科学研究院

准 教 授

(海洋化学)

山形大学大学院

理工学研究科

准 教 授

（火災安全科学）

東 北 大 学

東北アジア研究センター

准 教 授

（地質学）

早 稲 田 大 学

文 学 学 術 院

准 教 授

（東南アジア考古学）

早稲田大学大学院

創造理工学研究科

准 教 授

（建築学）

筑 波 大 学

人 文 社 会 系

准 教 授

（保存科学）

東 京 大 学

史 料 編 纂 所

教 授

（古代日本史）

20
東京大学

史料編纂所 山口
ヤマグチ

英男
 ヒデオ 平安時代儀式史料の統合解析と学術資

源化
145

19
筑波大学

人文
社会系

谷口
タニグチ

陽子
 ヨウコ 世界遺産カッパドキア・聖シメオン教

会の保全に関する科学的研究
130

17

早稲田
大学
文学

学術院

田畑
 タバタ

幸嗣
ユキツグ

前近代日本＝カンボジア間交流史の構
築：出土陶磁器と日本＝カンボジア往
復書簡に基づく歴史・考古学研究

115

18

早稲田大学
大学院

創造理工学
研究科

小岩
 コイワ

正樹
 マサキ サンボー・プレイ・クック遺跡群にみ

る古代クメール都城の構造と変容
75

15
日本火災

学会 桑名
 クワナ

一徳
カズノリ 大規模林野火災における延焼速度予測

モデルの確立
125

16

東北大学
東北アジア

研究
センター

平野
 ヒラノ

直人
 ナオト

根室・歯舞群島における異質な火成活
動・地形・気候・文化・農産物システ
ム

115

13 土木学会 林
ハヤシ

 和幸
  カズユキ 地中炭酸カルシウム沈殿による地下水

浄化・金属資源回収システムの開発
75

14
日本海洋

学会 芳村
ヨシムラ

　毅
タケシ

北海道サロマ湖での持続可能なホタテ
ガイ養殖を実現するためのエサ環境の
定量的評価

115

11 土木学会

シリンゴリ
ンゴ・ディ
オニシウ
ス・マン

リー

耐震補強が必要な都市内高速高架橋上
の照明柱の抽出法とそのための画像に
よる振動計測法に関する研究

105

12 土木学会 宮下
ミヤシタ

 剛
タケシ 炭素繊維シートを用いた鋼構造物の補

修
120

助成金額
(万円)

No.
推薦組織
・機　関

氏  名 所属機関・職名 研  究  課  題



九州大学大学院

人間環境学研究院

准 教 授

（都市計画学）

名古屋大学大学院

法 学 研 究 科

教 授

（経済法）

2,455

6,000

145

研究助成（継続）　　計２２件■

黒瀬
 クロセ

武史
タケフミ

人口減少都市の空き地管理における土
地利用政策と住民活動の連携手法に関
する研究

22
名古屋大学

大学院
法学研究科

林
ハヤシ

　秀弥
シュウヤ 公共調達制度の国際比較－競争性の確

保と社会的価値の追求－

研  究  課  題
助成金額
(万円)

研究助成　　　合 計　５０件

21

九州大学
大学院

人間環境学
研究院

100

No.
推薦組織
・機　関

氏  名 所属機関・職名



田中
タナカ

　岳
ガク

北海道大学大学院

工学研究院

助教

伊藤
イトウ

拓海
タクミ

東京理科大学

工学部

教授

三浦
ミウラ

泰人
タイト

名古屋大学大学院

工学研究科

助教

林
ハヤシ

　秀弥
シュウヤ

名古屋大学
アジア共創教育

研究機構

教授

石川
イシカワ

  登
ノボル

京都大学

東南アジア地域
研究所

教授

1,490

該当なし

1,490

3 名古屋大学
RBSM-TNM-Multi Phase
ModelによるASR/DEFの膨張
メカニズムの解明

2020.10.01
～

2020.12.22
（83日）

(短期)

2020.09.01
～

2021.08.31
（365日）

(長期)

2

№

２．2020年度　研究者交流援助 採択者及び援助金額一覧

援助金額
(万円)

3951
北海道大学

大学院
工学研究院

氏　名
所属機関・職名

研  究  課  題 派遣先

395

149

名古屋大学
アジア共創教育

研究機構

推　薦
組織・機関

湿地河川の形態力学と湿原
再生への応用

アメリカ
（イリノイ

大学）

385

東南アジア最後のフロン
ティア：泥炭湿地プラン
テーション開発と生存基盤
保全に関する研究

ドイツ
（マックスプラ
ンク比較法・国

際
私法研究所）

2020.10.01
～

2021.09.30
（365日）

(長期)

派遣期間

東京理科大学
工学部

建築構造物の構造レリジエ
ンスと損傷モニタリングの
研究

アメリカ
（リーハイ

大学）

フランス
（トゥールーズ

第三大学）

2020.04.01
～

2021.03.31
（365日）

(長期)

地区防災計画制度の比較法
的研究

派遣 　計 ５件■

派遣（研究者海外派遣援助）

研究者交流援助 　　合 計  ５件

5
京都大学

東南アジア
地域研究所

アメリカ
（カリフォルニ

ア大学）

招へい（外国人研究者招へい援助）

2020.09.01
～

2020.11.30
（91日）

(短期)

166

4



援助
金額
(万円)

20. 5.14 東京

～ （早稲田大）

20. 5.17 教授 小柳津 研一

20. 5.19

～

20. 5.22 上席研究員 大友　　明

20. 5.20 宮崎大学工学教育研究部

～ 教授 淡野　公一

20. 5.22

20. 5.22 東京

～ （東京大）

20. 5.23 教授 沖　　大幹

20. 5.24 横浜市・

～ 箱根町

20. 5.28 教授 三原　久和

20. 6. 1

～

20. 6. 6 教授 神取　秀樹

20. 7. 5

～

20. 7.10 教授 安倍　　学

20. 9. 1 京都市

～ (同志社大)

20. 9. 4 教授 熊倉　純子

20. 9. 7

～

20. 9.11 教授 田沼　　肇

20. 9. 7 札幌市

～ (北海道大)

20. 9.12 教授 武次　徹也

20. 9.13 東京

～ (慶應義塾大)

20. 9.17 教授 吉岡　直樹

20. 9.14 厚木市

～ (神奈川工科大)

20. 9.18 教授 山門　　誠

20. 9.15

～

20. 9.18 教授 目黒　公郎

20. 9.18

～

20. 9.20 教授 李　　恩民

20.10. 2 京都市

～ （龍谷大）

20.10. 5 教授 石塚　伸一

申請者

東京大学未来ビジョン研
究センター

東京工業大学生命理工学
院

名古屋工業大学大学院工
学研究科

広島大学大学院理学研究
科

北海道大学大学院理学研
究院

慶應義塾大学理工学

15 アジア犯罪学会 第12 回年次大会 50
龍谷大学法学部

14
国際フォーラム「日本のODA とアジア：
再評価の試み」

東京 50

神奈川工科大学創造工学
部

東京大学生産技術研究所

桜美林大学グローバル・
コミュニケーション学群

12 第15回先進自動車制御国際シンポジウム 50

13
世界地震工学会議／特別企画Brain 
Storming会議

仙台市 50

10 計算化学の理論と応用国際会議2020 50

11
第9回ニトロキシドラジカルに関する国
際会議

50

9 第20回　高電離イオン物理学国際会議 松江市 50

東京藝術大学大学院国際
芸術創造研究科

首都大学東京理学部

7 第25回物理有機化学国際会議 広島市 50

8 国際文化政策学会 50

5
第18回赤堀コンファレンス(日独科学シ
ンポジウム)

50

6 第19回レチナール蛋白質国際会議 志摩市 50

第50回IEEE 多値論理国際シンポジウム 宮崎市 50

情報通信研究機構

4
アジア太平洋モンスーン地域における水
文・水資源に関する東大生研シンポジウ
ム

50

50
早稲田大学理工学術院

３．2020年度 国際学術交流援助採択者及び助成金額一覧

(1) 国際研究集会援助

2
第13回有機非線形光学国際会議・有機
フォトニクス・エレクトロニクス国際会
議2020

奈良市 50

№ 会議名 期　間 開催地

1 第4回有機電池国際会議

3



援助
金額
(万円)

20.10. 4 東京

～ （東京大）

20.10. 8 教授 高田　毅士

20.10.14 東京

～ (東京理科大)

20.10.16 教授 鳥越　秀峰

20.10.19

～

20.10.22 教授 藤岡　　洋

20.10.26

～

20.10.27 教授 小野　順貴

20.10.26

～

20.10.30 教授 建山　和由

20.10.28

～

20.10.30 教授 バロリ・レオナルド

20.11.16

～

20.11.20 教授 中澤　　仁

20.11.28 東京

～ (早稲田大)

20.11.29 准教授 高橋 百合子

20.11.30 東京

～ （東京大）

20.12. 3 教授 𠮷𠮷信　　淳

20.12.11

～

20.12.12 准教授 山口　博史

21. 3.15

～

21. 3.17 特定教授 川瀬　　博

21. 3. 1 京都市

～ （京都大）

21. 3. 5 教授 河本　　宏

21. 3.22 東京

～ （東京大）

21. 3.24 教授 柳井　啓司

1,400（ 予算　50万円×28件 ＝ 1,400万円 ）　　国際研究集会 　合計２８件□

27 胸腺とT細胞に関する国際研究集会 50

28
マルチメディア情報処理および検索に関
する国際会議

50

京都大学ウィルス・再生
医科学研究所

電気通信大学大学院情報
理工学研究科

25
第3回「ベルギー学」シンポジウム－日
本とベルギーの交流史－

上智大他 50

26 第6回ESG国際シンポジウム 京都市 50

都留文科大学地域交流研
究センター

京都大学防災研究所

23 「計量政治学の最先端」セミナー 50

24
第10回 国際ワークショップ 電子機能性
有機物質の先端分光

50

早稲田大学政治経済学術
院

東京大学物性研究所

21
第15回ブロードバンドと無線コンピュー
ティング、通信およびその応用に関する
国際会議(BWCCA-2020)

米子市 50

22

第18回ACM 組込みネットワークセンサシ
ステム会議　ならびに第7回ACM高エネル
ギー効率建築、都市および交通システム
会議

横浜市 50
慶應義塾大学環境情報学
部

福岡工業大学情報工学部

19
第5回音響シーン識別および音響イベン
ト検出に関する国際ワークショップ

国分寺市 50

20 第37回国際建設ロボットシンポジウム 北九州市 50

首都大学東京システムデ
ザイン学部

立命館大学理工学部

17 第47回国際核酸化学シンポジウム 50

18 第8回アジア結晶成長結晶技術国際会議 宮崎県 50
東京大学生産技術研究所

東京理科大学理学部

16
第7回構造物の信頼性とその応用に関す
るアジア環太平洋シンポジウム

50
東京大学大学院工学系研
究科

№ 会議名 期　間 開催地 申請者



東京大学大学院

工学系研究科

教 授

（交通計画）

京 都 大 学

防 災 研 究 所

准 教 授

（建築耐震構造）

北海道大学大学院

工 学 研 究 院

教 授

（橋梁工学）

1,520

今年度より募集再開のため、該当なし

1,520

国際共同研究援助（新規）　　計３件□

継　続

国際共同研究援助 　　合 計  ３件

海外研究者グループ
代表者

チュラロンコン大学
准教授

サクシス・チャレムポン
(タイ)

メキシコ自治大学
教授

ティツィアーノ・ペレア
(メキシコ)

チェコ工科大学
教授

カベレ・ペトル
(チェコ)

3 松本
マツモト

高志
 タカシ

UHPFRC複合構造による橋梁
構造物の疲労・環境耐久性
向上に関する国際連携

530

1 加藤
カトウ

浩徳
ヒロノリ

東南アジアにおけるICTを
活用した車両配車アプリ
サービスの社会に与える影
響に関する研究

540

2 倉田
クラタ

真宏
マサヒロ

施工慣習・品質の地域性に
柔軟に適合する建築構造の
開発：中南米・オセアニア
地域における高性能鋼構造
の開発

450

(2) 2020年度 国際共同研究援助

新　規

No. 氏  名 所属機関・職名 研  究  課  題
助成金額
(万円)



Ⅵ　役員等一覧

理事（９名） （2020年3月31日現在）

№ 役職
常勤・
非常勤

氏名 現職等 就任日

1 理事長 非常勤 鹿島  昭一 理事長（代表理事） 2011年12月8日

2 専務理事 常勤 岡本　　章 専務理事 2011年12月8日

3 常務理事 常勤 上保　紀夫 常務理事 2017年 6月 7日

4 理事 非常勤 奥　　正之
(株)三井住友フィナンシャルグループ
                            名誉顧問 2019年12月1日

5 理事 非常勤 尾島  俊雄
(一社)都市環境エネルギー協会理事長
早稲田大学名誉教授 2011年12月8日

6 理事 非常勤 佐藤　孝安 元 鹿島学術振興財団常務理事 2011年12月8日

7 理事 非常勤 濱田　政則
アジア防災センター長
早稲田大学名誉教授 2013年 6月 6日

8 理事 非常勤 原島　文雄
首都大学東京名誉学長
東京大学名誉教授 2011年12月8日

9 理事 非常勤 安岡  正人 東京大学名誉教授 2011年12月8日

監事（２名）

1 監事 非常勤 秋山　　豪 元鹿島建設(株)取締役専務 2011年12月8日

2 監事 非常勤 駿田　和彦 (株)メディアドゥホールディングス取締役 2011年12月8日

評議員（１２名）

1 評議員 非常勤 渥美伊都子 (公財)渥美国際交流財団理事長 2011年10月3日

2 評議員 非常勤 石井　威望
鹿島建設(株)顧問
東京大学名誉教授 2011年10月3日

3 評議員 非常勤 鹿島  公子 (公財)鹿島美術財団副理事長 2011年10月3日

4 評議員 非常勤 金子　　宏
鹿島建設㈱顧問
元鹿島建設(株)代表取締役副社長 2017年 6月 7日

5 評議員 非常勤 坂本　雄三 東京大学名誉教授 2011年10月3日

6 評議員 非常勤 中村　英夫
東京都市大学名誉総長
東京大学名誉教授 2011年10月3日

7 評議員 非常勤 長澤　　泰
工学院大学特任教授/名誉教授/共生工学
      研究センター長・東京大学名誉教授 2011年10月3日

8 評議員 非常勤 長谷見雄二 早稲田大学教授 2011年10月3日

9 評議員 非常勤 春田　浩司
(一財)建築コスト管理システム研究所理事長
(一社)公共建築協会会長 2017年 6月 7日

10 評議員 非常勤 日端　康雄
慶應義塾大学名誉教授
(一財)再開発コーディネーター協会会長 2011年10月3日

11 評議員 非常勤 松尾　友矩
東洋大学顧問
東京大学名誉教授・東洋大学名誉教授 2011年10月3日

12 評議員 非常勤 村上  周三
(一財)建築環境・省エネルギー機構理事長
東京大学名誉教授 2011年10月3日



 

Ⅶ   附属明細書  

2019年度事業報告には、一般社団法人及び一般財団法人に関する

法律施行規則第 34条第 3項にて規定される「事業報告の内容を補足

する重要な事項」が存在しないので、附属明細書は作成しない。  
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